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は
じ
め
に

津

軽

領

寂
温

泉

と

岩

木

山

信

仰

I.･J･!

津
軽
藩
の
主
要
な
温
泉
は
'
大
鰐

･
蔵
館

･
碇
ヶ
関

･
温
湯

･
隷

･
浅
虫

･
酢

(醍
)
ケ
湯
等
が
あ
げ
ら
れ
る
｡
こ
れ
ら
の
温
泉
は
古
-
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
も
の

で
あ
ろ
う
が
'
発
見
や
そ
の
利
用
が

1
部
を
除
き
文
献
上
か
ら
確
認
で
き
る
の
は
藩

政
時
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
｡

山獄
温
泉
は
藩
の
霊
山
と
い
わ
れ
る
岩
木
山
の
南
西
麓
に
あ
-
'
そ
の
地
理
的
位
置

か
ら
岩
木
山
信
仰
と
深
い
関
わ
-
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
の
た
め
'
山獄
温
泉
の

利
用
に
つ
い
て
は
､
当
時
の
人
々
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
｡

し
た
が
っ
て
こ
の
温
泉
は
領
内
の
他
の
温
泉
と
比
較
し
て
'
藩
政
上
特
異
な

位
置
を
占
め
て
い
た
と
い
え
よ
う
｡

右
の
こ
と
か
ら
'
本
稿
で
は
岩
木
山
信
仰
と
の
関
連
か
ら
山獄
温
泉

へ
の
入
湯
に
つ

い
て
考
察
し
た
｡

付
記
す
る
が
'
山獄
温
泉
の
南
西
約

一
･
五
キ
ロ
の
地
に
､
そ
の
後
湯
段
温
泉
が
発

(-
)

見
さ
れ
た
の
で
'
山獄
温
泉
に
含
め
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
｡

て
一)

尚
､
山獄
温
泉
の
表
記
に
つ
い
て
は
'
｢弘
前
藩
庁
日
記
｣
で
は
'
｢岩
木
嵩
｣
と

記
さ
れ
て
い
る
の
が
圧
倒
的
に
多
-
'
逆
に

｢岩
木
山獄
｣
は
非
常
に
少
な
い
が
'

黒

瀧

十
二
郎

本
稿
の
記
述

(引
用
史
料
を
除
-
)
に
於
い
て
は
森
を
使
用
す
る
｡

森
温
泉
の
入
湯
に
つ
い
て

津
軽
藩
が
利
用
し
て
い
た
温
泉
に
つ
い
て
は
'
藩
主
の
入
湯
の
記
録
や
藩
士
等
が

湯
治
を
藩
当
局
に
願
い
出
て
許
可
さ
れ
た

｢
日
記
｣
の
記
事
か
ら
判
明
す
る
｡
即
ち
'

き
.りあ_1=

大
鰐

･
蔵
館

･
碇
ヶ
関

･
温
湯

･切
明

こ
獄
･
湯
段

･
沖
浦

･
浅
虫

･
酢
ケ
湯
等
の

温
泉
が
そ
れ
で
あ
る
｡

藩
主
は
浅
虫

･
大
鰐
'
時
に
は
温
湯
に
入
湯
し
て
い
る
こ
と
が

｢
日
記
｣
｢御
用

(3
)

(4
)

(Lr7)

格
｣
『津
軽
歴
代
記
類
』
『永
禄
日
記
』
等
に
散
見
さ
れ
る
が
､
山獄
温
泉
に
入

っ
て

い
る
記
録
は
見
あ
た
ら
な
い
｡
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
第
四
章
で
検
討
し
た
い
｡

藩
士
に
は
日
常
の
勤
務
が
あ

っ
た
の
で
'
療
養
の
た
め
温
泉

へ
行
-
場
合
は
'
前

述
し
た
よ
う
に
藩
の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ

っ
た
｡
各
温
泉

へ
の
日
数
は

｢
日
記
｣

に
よ
れ
ば
'
七

･
九

･
十

･
十
二

･
十
三

･
十
四

･
十
六

･
十
八

･
二
十

一
･
二
十

三

･
二
十
五

･
三
十
日
等
が
あ
る
が
'
十
六
日
が
圧
倒
的
に
多

い
｡

(6
)

獄
温
泉
は
記
録
に
よ
れ
ば
延
宝
八
年
に
発
見
さ
れ
'
湯
小
屋
が
建
て
ら
れ
利
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
o
藩
士
と
僧
侶
が
葎
温
泉

へ
許
可
さ
れ
た
入
湯
日
数
の
具
体
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例
を

t
列
ず
つ
示
す
と
左
の
よ
う
に
な
る
｡

誓
願
寺
が
病
気

(病
状
不
明
)
で
十
凶
日

(｢
｡
:記
｣
貞
享
元
年
九
月
二
日
の
粂
)
｡

中
村
六
兵
衛
が
入
湯

(病
状
不
明
)
往
還
共
十
六
日

(同
九
月
五
日
の
条
)
o
山
田

斎
兵
衛
が
小
柄

(火
妖
…損
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
)
で
七
日

(同
九
月
十
四
日
の
条
)

ら

耕
春
院
が
身
体
の
痛
み
で
二
十
七
日

(同
元
禄
十
年
三
月
二
十

i
日
の
粂
)
｡
算
者

の

二
戸
左
兵
衛
が
小
癌
の
再
発
で
二
十
三
日

(同
八
月
二
日
の
条
)
O
田
村
武
大
夫

が
上
気

(ど
の
よ
う
な
症
状
か
不
明
)
で
往
還
共
に
十
日

(同
八
月
十
四
日
の
条
)
｡

二
戸
三
之
助
が
件
を
つ
れ
て

(病
状
不
明
)
二
十

一
日

(同
享
保
七
年
八
月
二
日
の

秦
)

O
青
木
兵
右
衛
門
が
疾
咳
再
発
で
往
還
十
八
日

(同
八
月
五
日
の
条
)

0

｢
日

記

｣

に
よ
れ
ば
､
入
湯
日
数
が
不
明
な
場
合
も
か
な
り
多

い
が
'
右
の
例
か

ら
七

･十

･

十
四

･
十
六

･
十
八

二

一十

一
二

一十
三

二

一十
七
日
の
八
種
類
の
日

数
が
知
ら
れ
る
｡

｢日
記
｣
元
禄
十
年
九
月
十
五
日
の
条
に
よ
れ
ば
､
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

二

棟
方
角
左
衛
門
書
付
二
両
塩
崎
次
郎
左
衛
門
を
以
申
立
候
者
へ
(中
略
)
沖

浦
江
湯
治
仕
候
ハ
ハ
'
(中
略
)
私
儀
者
不
苦
儀
こ
御
座
候
ハ
ハ
湯
治
仕
度
奉

存
候
'
入
湯
二
廻
り
往
還
十
六
日
之
御
暇
被
下
置
候
様
'
(下
略
)

こ
れ
は
沖
浦
入
湯
の
例
で
は
あ
る
が
'
｢入
湯
二
廻
り
往
還
十
六
日
之
御
暇
L

か

ら
二
廻
り
と
は
十
六
日
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
し
た
が
っ
て

一
廻
-
は
八
日

と

な
る
が
､
八
日
間
の
入
湯
記
事
が
見
あ
た
ら
な
い
の
で
'

一
回
の
入
湯
日
数
は
二
過

り
十
六
日
間
が
原
則
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
O
そ
れ
は
'
森
温
泉
の
入
湯
日
数
で
十

六
日
の
場
合
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
｡

｢
日
記
｣
元
禄
八
年
五
月
二
十
二
日
の
条
に
左
の
よ
う
に
見
え
る
｡

二

嵩
之
湯
江
弘
前
又
ハ
在
々
よ
り
参
候
入
湯
之
者
共
､
大
勢
入
込
硫
黄
山
江

参
候
由
沙
汰
希
候
へ
頃
日
度
々
雨
降
在
々
稲
虫
付
候
由
沙
汰
承
候
'
(下
略
)

右
の

｢嵩
之
湯
江
弘
前
又
ハ
在
々
よ
り
参
候
入
湯
之
者
共
｣
か
ら
､
弘
前
か
ら
莱

た
の
は
凍
土
ば
か
り
と
は
い
え
ず
'
城
下
の
町
人
達
を
も
含
め
て
の
こ
と
と
思
わ
れ

る
LT
し
た
が
っ
て
城
下
の
町
人
や
弘
前
周
辺
の
農
村
か
ら
の
農
民
達
が
､
嶺
温
泉
を

利
用
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
〔■

彼
等
は
藩
士
等
と
異
な
-
'
藩

へ
願
い
出
て
許
可
を
得
る
細
か
い
手
続
き
は
必
要

で
は
な
か
っ
た
の
で
､
｢
日
記
｣
に
も
記
載
さ
れ
ず
､
特
に
入
湯
を
禁
止
さ
れ
た
期

間
は
別
と
し
て
､
比
較
的
自
由
に
利
用
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
但
し
､
浴
堤

の
利
用
に
際
し
て
は
'
身
分
差
に
よ
る
区
別
等
は
当
然
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
'

具
体
的
内
容
は
全
く
不
明
で
あ
る
｡

二

入
湯
許
可
期
間
と
禁
止
期
間

森
温
泉
は
弘
前
城
下
よ
り
西
方
約
二
〇
･
四
キ
ロ
の
岩
木
山
麓
に
あ
り
､
積
雪
が

多
い
場
所
の
た
め
冬
季
間
は
交
通
が
ほ
と
ん
ど
途
絶
え
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
｡

｢日
記
｣
安
永
二
年
間
三
月
十
八
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
｡

一
､
寺
社
奉
行
江
中
道
候
者
'

岩
木
嵩
湯
治
四
月
朔
日
よ
り
罷
越
候
儀
前
々
よ
り
御
克
之
処
へ
頃
日
湯
治
人

有
之
旨
相
聞
得
候
間
､
早
速
引
上
候
様
申
付
侯
､
猶
亦
巳
来
御
左
前
湯
治
人

入
不
申
候
様
'
此
旨
百
沢
寺
江
可
被
申
通
旨
中
道
之
､

但
､
巳
来
御
重

剛
湯
治
人
罷
越
不
申
候
様
'
夫
々
浦
々
迄
在
中
付
候
様
'

郡
奉
行

･
町
奉
行
江
申
遥
之
'

右
に
よ
れ
ば
'
安
永
二
年
は
比
較
的
早
く
雪
が
消
え
交
通
が
容
易
に
な

っ
た
と
推
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定
さ
れ
る
の
で
､
四
月

1;
口
以
前
に
農
民
や
町
人
が
湯
治
に
来
て
い
た
も
の
で
あ
ろ

う
｡
操
温
泉

の
利
用
は
毎
年
四
月

lt
R
か
ら
と
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
'

こ
れ
ま
で
の
原
則
を
あ
-
ま
で
も
守
る
よ
う
､
寺
社
奉
行
を
通
じ
て
百
沢
寺

へ
連
絡

し
て
き
た
も
の
で
あ
る
｡

か
く
て
利
用
の
解
禁
は
四
月

一
日
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
｡

(7
)

百
沢
寺

に
よ
る
山獄
温
泉

の
管
理
に

つ
い
て
は

｢
岩
木
山獄
諸
役
銭
上
納
帳

｣
の
中

に
左
の
よ
う
に
あ
る
｡(上

略
)

走

惣
小
屋
主
よ
-

一
､
岩
木
嵩
薪
商
売
､

此
御
役
銭
弐
拾
目

但

春
拾
文
目

秋
拾
文
目

一
､
両
湯
坪
､

此
御
役
銭
弐
百
八
拾
目

但

春
百
四
拾
目

秋
百
四
拾
目

二

貸
小
屋
四
坪
'

此
御
役
銭
弐
文
目

但

春
壱
文
目

秋
壱
文
目

一
'
惣
小
屋
主
共
居
小
屋
之
部
者
御
投
銭
御
用
捨
被
仰
付
之
､

(中
略
)

右
諸
家
業
願
之
適
中
付
候
上
者
'
諸
役
銭
上
納
無
遅
滞
､
拝
銘
々
持
家
部
増
減

之
儀
永

々
不
申
出
候
様
'
此
旨
堅
可
相
守
者
也
'

百
沢
寺
役
人

文
化
六
己
巳
年
九
月

太

田

石

蔵

⑳

太
田

権
左
衛
門

◎

太

田

幸
次
郎

◎

嵩
世
話
役

坂
元
弥
五
右
衛
門

等

こ
の
諸
役
銭
上
納
帳
の
中
に
､
両
湯
坪

(湯
坪
と
は
泉
源
の
こ
と
か
)
や
貸
小
屋

の
役
銭
が
見
え
'
百
沢
寺

の
管
理
下
に
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

こ
の
ほ
か
､
冒

沢
寺
が
撤
温
泉
を
管
理
し
て
い
た
こ
と
だ
け
は

｢
日
記
｣
に
散
見
さ
れ
る
｡

次
に
禁
止
期
間
に
つ
い
て
述
べ
る
｡

｢
日
記
｣
宝
暦
四
年
五
月
二
十

一
日
の
条
に
､

｢
一
㌧
岩
木
嵩
湯
治
近
来
六
七
月
停
止
候
得
共
'
古
来
之
通
勝
手
次
第
申
付
候
間

(下
略
)
｣
と
あ
-
'
六
月
と
七
月
は
入
湯
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
｡
｢
日
記
｣
天
明
八

年
七
月
九
日
の
条
に
よ
れ
ば
､
｢
一
､
岩
木
嵩
湯
治
之
儀
'
六
七
月
者
御
停
止

二
付
'

湯
坪
封
印
申
付
候
処
､

(下
略
)
｣
と
見
え
'
六
月
と
七
月
は
原
則
と
し
て
入
湯
禁
止

期
間
で
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
｡

こ
の
事
か
ら
'
四
月
と
五
月
は
入
湯
許
可
期
間
で
六

月
と
七
月
は
禁
止
期
間
と
な
ろ
う
｡
何
故
禁
止
さ
れ
た
の
か
理
由
は
不
明
で
あ
る
｡

八
月
以
降
は
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡

｢
日
記
｣
元
禄
九
年
八
月
五
日
の
条
に
よ
れ
ば
'
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

一
､
岩
木
嵩
江
湯
治
之
者
近
年
八
月
十
五
日
迄
停
止

二
申
付
候
処
'
当
年
者
御

(
稔

｣

郡
中
田
地
植
付
茂
遅
'
其
上
今
程
時
々
悪
風
吹
稲
実

兼
候
間
'
当
月
廿
日
此

迄
入
湯
之
者
御
停
止

二
可
被
仰
付
哉
之
由
,
郡
奉
行
悔

郁

靴

郎
江

連

,
今
廿

日
迄
入
湯
之
者
参
候
儀
停
止
に
可
申
付
由
申
渡
之
'

(傍
註
筆
者
)

八
月
十
五
日
ま
で
入
湯
を
禁
止
す
る
と

い
う
期
日
は
'
八
月

一
日
か
ら
始
ま
る
豊

作
を
願

っ
て
の
岩
木
山

へ
参
詣
す
る

(お
山
参
詣
)
期
間
と

一
致
し
て
い
る
｡
さ
ら

に
こ
の
期
日
は
二
十
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
｡
し
た
が

っ
て
八
月
の
入
湯
期
間
は
十
冒

間
に
す
ぎ
な

い
こ
と
に
な
る
｡
し
か
し
'
｢

日

記

｣

に
よ
れ
ば
天
候
悪
化

の
際
に
は
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お
山
参
詣
も
入
湯
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
'
八
月
の
入
湯
と
禁
止
の
期
間
は
流
動
的
で

あ

っ
た
O
こ
の
お
山
参
詣
に
代
表
さ
れ
る
岩
木
山
信
仰
と
森
温
泉
入
湯
の
関
係
は
､

第
四
章
で
検
討
す
る
こ
と
に
L
t
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
言
及
し
な
い
O

｢
日
記
｣
明
和
｣ハ
年
十
円
二
十
四
日
の
条
に
は
左
の
よ
う
に
あ
る
っ

て

岩
木
商
港
小
屋
主
共
申
立
候
'
湯
坪
去
月
十
三
日
御
封
印
被
仰
付
候
'
同

所
来
春
迄
取
片
付
申
渡
二
付
'
(下
略
)

右
に
よ
れ
ば
､
九
月
十
三
日
に
温
泉
は
閉
鎖
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
｡
さ
ら
に
明
和

六
年
よ
-
か
な
り
以
前
で
は
あ
る
が
'
享
保
七
年
十
月
十
五
日
の
条
に
よ
れ
ば
､
次

の
よ
う
に
見
え
る
｡

1
㌧
御
手
廻
八
木
橋
次
右
衛
門
'
先
達
而
岩
木
嵩
江
湯
治
願
之
通
被
仰
付
候
処
'

忌
中
｡
而
今
以
湯
治
不
仕
候
､
嵩
江
者
最
早
小
屋
段
々
引
取
候
由
承
候
付
'

大
鰐
江
罷
越
度
旨
願
之
通
申
佃
之
､

こ
れ
は
へ
温
泉
が
十
月
中
旬
に
は
閉
鎖
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
｡

右
の
よ
う
な
入
湯
期
間
の
断
片
的
な
記
録
か
ら
で
は
'
そ
れ
が
毎
年
の
原
則
に

な
っ
て
い
た
か
明
確
で
は
な
い
が
'
八
月
以
降
入
湯
禁
止
の
日
は
あ
っ
て
も
'
十
月

中
旬
迄
は
入
湯
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡
十
月
中
旬
以
降

に
な
る
と
へ
こ
の
地
域
は
冬
の
訪
れ
が
早
-
'
翌
年
三
月
頃
迄
積
雪
の
た
め
温
泉
は

閉
鎖
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
'
森
温
泉
は
特
別
な
事
情
が
あ
る
時
を
除
き
四

･
五
月
は
入
港

期
間
､
｣∵

七
月
は
禁
止
期
間
､
八

･
九
月
及
び
十
月
は
中
旬
迄
入
湯
期
間
'
十
月

中
旬
以
降
翌
年
三
月
迄
の
約
半
年
間
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
｡
但
し
'
天

保
五
年
以
降
は
森
温
泉
に
関
す
る
記
事
が
'
｢
日
記
｣
に
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
'
廃

藩
ま
で
入
湯
及
び
禁
止
期
間
が
存
在
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
｡

三

入
湯
人
数
と
湯
小
屋
数

赦
温
泉
が
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
て
い
た
か
､
非
常
に
断
片
的
で
は
あ
る
が
'
湯
小

屋
故
と
入
湯
人
数
か
ら
検
討
し
て
み
L
'い
｡
但

し
'
両
者
の
数
が
酢
ケ
湯
温
泉
以
外

に

｢日
記

｣

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
'
酢
ケ
湯
温
泉
と
の
比
較
だ
け
に
と
ど
め

ざ

る
を
得

な

か

っ
た
O

｢
日
記
｣
宝
暦
十
四
年
四
月
十
七
日
の
条
に
左
の
よ
う
に
あ
る
｡

1
'
百
沢
寺
申
立
候
'
岩
木
嵩
当
年
雪
多
小
屋
懸
兼
候
二
付
'
当
廿
日
迄
御
勤

番
御
免
奉
願
候
処
'
今
程
者
小
屋
懸
も
少
々
御
座
候
而
六
七
軒
'
湯
治
人
茂

御
座
候
間
'
御
勤
番
之
俵
思
召
を
以
御
下
ケ
被
下
度
奉
存
候
'
(下
略
)

右
に
よ
れ
ば
､
四
月
は
入
湯
期
間

(前
章
参
照
)
で
あ
る
が
'
例
年
よ
り
雪
解
け

が
す
す
ま
な
い
の
で
'
湯
小
屋
を
建
て
る
の
が
遅
れ
､
城
下
よ
り
管
理
の
役
人
も
四

月
二
十
日
ま
で
派
遣
を
免
除
さ
れ
た
｡
近
頃
は
湯
小
屋
が
六
-
七
軒
建
ち
'
湯
治
す

る
者
も
見
え
て
い
る
よ
う
な
の
で
'
百
沢
寺
が
役
人
の
派
遣
を
藩

へ
申
し
出
た
の
で

あ
る
｡
六
-
七
軒
の
湯
小
屋
と
は
臨
時
的
な
建
物
の
よ
う
で
､
右
の
史
料
か
ら
六
-

七
軒
以
上
あ

っ
た
こ
と
は
推
定
さ
れ
る
が
へ
全
部
で
何
軒
あ

っ
た
か
は
不
明
で
あ
り
'

入
湯
人
数
も
明
ら
か
で
は
な
い
｡

ト
L
.
1
､
..

こ
れ
に
対
し
'
ほ
ぼ
同
年
代
の
酢
ケ
湯
温
泉

(八
甲
田

大

岳

の

西
麓
)
の
場
合
は
'

｢
日
記
｣
宝
暦
十
二
年
四
月
九
日
の
条
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
｡

1
㌧
菊
池
左
内
申
立
候
'
此
度
私
儀
南
部
御
墳
廻
-
昨
六
日
酢
ケ
揚
罷
越
'
同

所
勤
番
足
軽
目
付
成
田
嘉
兵
衛
立
合
に
て
見
分
仕
候
処
へ
御
墳
廻
り
別
条
血
州

御
座
候
'
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一
'
小
屋
七
拾
軒

1
㌧
湯
治
人
三
百
六
拾
四
人

右
酢
ケ
湯
入
湯
三
月
八
日
よ
-
四
月
五
日
ま
で
相
改
候
旨
､
尤
柴
起
申
候
付

今
七
日
湯
元
引
取
罷
帰
候
旨
申
出
之
,
和
郎

智

達
之
,
承
届
旨
申
遣

之
'
(傍
註
筆
者
)

右
に
見
え
る
入
湯
者
が
約

一
カ
月
で
三
六
四
人
と

い
う
の
は
､
第

〓
早
で
述
べ
た

よ
う
に
'
藩
士

一
人
の
湯
治
日
数
が

一
回
に
つ
き
十
六
日
間
が
圧
倒
的
に
多

い
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
'
藩
士
以
外
の
者
も
含
め
て
延
べ
人
数
と
推
定
さ
れ
る
の
で
'
実
際

の
人
数
は
二

〇
〇
人
前
後
と
な
ろ
う
か
｡
小
屋
は
七

〇
軒
と
あ
る
が
'
入
湯
者
に
対

し
て
多
す
ぎ

､
浴
場
と
し
て
の
揚
小
屋
ば
か
-
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
O

｢
日
記
｣
安
永
四
年
六
月
十
七
日
の
条
に
左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

一
'
此
間
嵩
湯
段
忍
候
而
湯
治
人
有
之
旨
相
聞
得
候
｡
付
'
役
筋
之
者
差
越
吟

味
申
付
候
処
'
鯵
ヶ
沢
之
者
秤
在
方
之
者
男
女
三
拾
五
人
'
屠
小
屋
拾
軒
致

湯
治
居
候
旨
早
速
追
払
候
之
旨
申
出
候
､
封
印
二
者
別
事
簸
之
候
得
共
､
湯

治
御
停
止
之
時
節
不
堵
之
至
言
語
道
断
に
佃
'
右
小
屋
主
共
急
度
押
龍
候
樵

申
付
候
'

一
､
寓
湯
元
江
者
在
方
之
者
弐
拾
人
計
小
屋
四
軒
二
致
湯
治
居
候
こ
付
'
是
又

追
払
候
旨
申
出
之
'
同
所
小
屋
主
不
残
他
村
預
之
上
押
寵
置
候
様
申
付
候
間
へ

百
沢
寺
よ
り
受
取
他
村
江
引
越
候
様

二
申
付
'
其
旨
追
而
可
被
申
出
之
旨
郡

奉
行
江
申
遥
之
'

右
に
よ
れ
ば
､
六
月
は
放
温
泉
で
は
湯
治
禁
止
期
間
で
あ

っ
た
O

そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
'
隠
れ
て
湯
治
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
わ
け
で
あ
る
｡

入
湯
者
が
合
計

五
五
人
に
対
し
'
湯
小
屋
数
は

一
四
軒
で
あ

っ
た
｡

ほ
ぼ
同
じ
年
頃
の
酢
ケ
湯
温
泉
で
は

｢
日
記
｣
安
永
三
年
三
月
二
十
四
日
の
条
に

よ
れ
ば
'
二
月
二
十
二
日
か
ら
三
月
十
七
日
ま
で
の
約

1
カ
月
間
の
入
湯
者
数
が
二

七
九
人
で
'
湯
小
屋
が
五
二
軒
と
見
え
る
O
こ
れ
は
'
前
述
の
酢
ケ
湯
温
泉
の
入
場

者
数
と
湯
小
屋
数
と
の
関
係
と
同
様
に
､
入
場
者
数
に
対
し
湯
小
屋
が
五
二
軒
は
多

す
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
｡
五
二
軒
と

い
う
の
は
'
浴
場
の
ほ
か
に
他
の
施
設
と
し
て
の

揚
小
屋
で
あ

っ
た
と
推
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
｡

｢
日
記
｣
安
永
九
年
八
月
二
十
五
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
｡

l
､
百
沢
寺
申
出
候
'
岩
木
寓
湯
小
屋
昨
廿
三
日
之
夜
八
時
出
火
､
小
屋
数
十

七
軒
焼
失
仕
候
二
付
'
(下
略
)

八
月
は
お
山
参
詣
終
了
後
の
十
五
日
以
降
に
は
'
天
候
不
順
で
な
け
れ
ば
入
湯
が

認
め
ら
れ
て
い
た
期
間
で
あ
り
'
二
十
三
日
夜
の
火
災
は
入
湯
者
の
失
火
が
原
因
で

は
あ
る
ま

い
か
｡
湯
小
屋
が
全
部
焼
失
し
た
と
し
て
も

一
七
軒
は
あ

っ
た
こ
と
に
な

34

る
が
,
焼
失
を
免
れ
た
の
が
あ

っ
た
と
す
れ
ば
､

一
七
軒
以
上
と
な
ろ
う
｡

-

(8
)

『津
軽
歴
代
記
類
』
寛
政
八
年
の
項
に
よ
れ
ば
'
左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

(マ
T)

(七
)

寛
政
八
年
岩
木
山
羊
腹
'
数
の
温
泉
古
沢
寺

の

用

達
相
勤
候

大

田

極
左
衛
門
申

立
に
て
'
是
迄
の
温
泉
場
よ
-
五
百
間
斗
-
麓

へ
相
下
ゲ
'
樋
に
て
引
越
呼
湯

に
致
し
'
寒
熱
と
清
濁
を
以
上
下
に
分
け
て
湯
量
二
ヶ
所
出
来
之
上
'
近
辺
渇

小

屋

(湯
治
宿
)
数
十
軒
取
建
'
湯
治
時
節
無
構
被
仰
付
候
処
'
(下
略
)

(傍
点

･
傍
註
筆
者
)

森
温
泉
の
安
永
期
ま
で
の
湯
小
屋
数
と
比
較
す
れ
ば
著
し
い
増
加
で
あ
る
O
そ
の

理
由
は
揚
小
屋
の
実
態
が
不
明
な
の
で
'
単
純
に
入
湯
者
が
増
え
た
た
め
と
は
言
い

切
れ
な

い
の
で
は
あ
る
ま

い
か
｡

･
･
･
点
部
分
に
つ
い
て
は
'
寛
政
期
以
降
の

｢
日
記
｣
に
入
湯
禁
止
の
記
事
が
見
え
て
い
る
の
で
明
ら
か
に
誤
-
で
あ
る
｡



こ
れ
に
対
し
､
｢
日
記
｣
寛
政
六
年
四
月
十
四
日
の
条
に
よ
れ
ば
'
酢
ケ
湯
温
泉

の
二
月
二
十
三
日
-
三
月
二
十
五
日
ま
で
の
約

一
カ
月
間
で
､
入
湯
者
が
四
八

〇
人

と
見
え
､
揚
小
屋
数
は
不
明
で
あ
る
｡

以
上
､
山獄
温
泉
と
酢
ケ
湯
温
泉
を
比
較
し
て
み
た
が
､
湯
小
屋
数
は
酢
ケ
揚
温
泉

の
方
が
多

い
｡
し
か
し
､
湯
小
屋
す
べ
て
が
浴
場
で
な
い
と
も
思
わ
れ
る
の
で
､
同

じ
条
件
で
両
温
泉
を
比
較
で
き
な
い
と
考
え
る
｡

ま
た
酢
ケ
湯
温
泉
と
の
比
較
だ
け

か
ら
で
は
､
藩
領
内
の
主
要
な
温
泉
の
中
で
'
猛
温
泉
の
利
用
度
の
大
小
は
言
え
な

い
と
思
う
の
で
あ
る
｡

し
た
が

っ
て
山獄
温
泉
が
人
々
に
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
て
い
た

か
を
知
る
､

一
つ
の
目
安
に
は
な
ろ
う
｡

四

入
湯
と
岩
木
山
信
仰

山獄
温
泉
に
入
湯
が
許
さ
れ
て
い
た
期
間
と
禁
止
期
間
に
つ
い
て
は
へ
第
二
章
で
既

述
し
た
｡
入
湯
期
間
は
原
則
と
し
て
四

･
五

･
八

･
九
月
'
及
び
十
月
は
中
旬
ま
で

で
あ

っ
た
の
で
､
最
初
に
こ
の
期
間
に
お
け
る
入
湯
状
況
に
つ
い
て
､
天
候
と
の
関

係
か
ら
検
討
す
る
｡

尚
､
八
月
に
つ
い
て
は
仏
で
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
｡

仰

天
候
と
入
湯
の
関
係

天
候
の
不
順
は
､
特
に
稲
作
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
､
津
軽
藩
の
真
言

五
山

(景
勝
院

･
百
沢
寺

･
国
上
寺

･
橋
雲
寺

･
久
渡
寺
)
と
称
さ
れ
た
寺
院
で
は
'

そ
の
都
度
､
天
候
の
回
復
を
願

っ
て
御
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
た
｡
こ
の
事
は
藩
政
時

代
を
通
じ
て

｢
日
記
｣
に
枚
挙
に
達
が
な
い
ほ
ど
見
え
て
い
る
｡

｢
日
記
｣
元
禄
十
年
九
月
十
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
｡

一
､
百
沢
寺
口
上
書

二
而
寺
社
奉
行
武
田
藤
右
衛
門
を
以
申
立
候
者
'
昨
日
被

仰
聞
候
､
頃
日
天
気
相
不
宜
候
二
付
､
岩
木
嵩
江
湯
入
御
停
止

二
被
仰
付
候

由
被
仰
遣
候
故
､
則
湯
本
江
申
付
候
処
､
大
病

二
而
入
湯
之
者
茂
御
L31候
而
殊

之
外
迷
惑
任
侠
､
其
上
小
屋
主
共
当
年
之
俵
二
御
座
候
得
者
､
少
々
借
銭
仕

漸
々
小
屋
等
茂
繕
仕
候
而
,
頃
日
少
々
入
湯
之
者
茂
御
座
候
之
処
､
只
今
御

停
止

二
被
仰
付
候
得
両
者
'
右
之
通
湯
入
之
者
其
上
小
屋
主
湯
ひ
ち
り
共
二

迷
惑
仕
候
由
申
出
候
､
先
達
而
御
停
止

二
被
仰
付
候
節
茂
此
段
願
中
上
度
由

申
出
候
得
共
､
其
節
被
仰
渡
候
者
､
当
月
朔
日
よ
り
湯
入
御
宥
免
二
被
仰
付

候
由
被
仰
渡
候
故
､
願
不
申
立
候
､
右
中
上
候
之
通
湯
ひ
ち
-
拝
小
屋
主
共

御
停
止
二
被
仰
付
候
而
ハ
及
渇
命
難
儀
申
候
間
､
此
段
奉
願
旨
申
立
之
､

右
に
よ
れ
ば
'
最
近
天
候
が
悪
-
嶺
温
泉

へ
の
入
湯
が
禁
止
さ
れ
た
が
へ
重

い
病

気
で
湯
治
し
て
い
る
者
も
帰
宅
さ
せ
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
困

っ
て
い
る
｡
さ
ら

に
湯
小
屋
主
は
借
金
で
小
屋
を
修
理
し
た
た
め
､
利
用
客
も
出
て
き
て
い
る
の
に
入

湯
禁
止
で
は
､
湯
小
屋
主

･
湯
ひ
じ
-

(ど
の
よ
う
な
性
格
の
者
か
不
明
で
あ
る
が
､

百
沢
寺
と
岩
木
山
信
仰
に
関
係
す
る
憎
か
)
共
々
迷
惑
千
万
で
あ
-
､
入
湯
禁
止
に

し
な
い
よ
う
願
う
t
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡
ま
た
湯
治
に
際
し
､
入
湯
料
が
徴
収
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
｡

さ
ら
に

｢
日
記
｣
安
永
十
年
閏
五
月
十
三
日
の
条
に
よ
れ
ば
､
左

の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
｡

一
､
今
日
当
番
通
用
左
之
通
､

覚

頃
日
天
気
不
正
二
付
､
岩
木
嵩
拝
湯
段
共
湯
治
人
停
止
被
仰
付
候
､
尤
是
迄

湯
治
人
者
早
速
引
取
候
之
様
､
此
旨
当
番
通
用
可
被
申
鴨
候
､
巳
上
､
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閏
五
月

御
日
付
中

二

右
之
通
百
沢
寺
江
茂
申
通
置
候
様
'
寺
社
奉
行
江
申
達
之
'

一
㌧
郡
奉
行
左
之
通
'
打
続
天
気
不
正
二
付
'
岩
木
山
参
髄
之
者
町
有
之
哉
'

各
支
配
手
二
耐
委
奏
議
致
候
様
中
道
之
'

一
､
町
奉
行
江
左
之
通
､

〓

､

打
続
天
気
不
正
｡
付
'
歌
舞
妓
芝
居
江
月
後
者
入
交
候
俵
難
計
候
'
委
奏
譲

申
付
候
様
申
遥
之
'

(傍
註
筆
者
)

右
に
よ
れ
ば
､
御
目
付

･
百
沢
寺
に
対
し
次
の
よ
う
な
こ
と
が
申
渡
さ
れ
て
い
る
｡

近
頃
､
天
候
不
順
の
た
め
'
入
湯
者
は
早
-
温
泉
か
ら
出
て
帰
宅
す
る
こ
と

(
こ

れ
は
前
述

｢
日
記
｣
元
禄
十
年
九
月
十
日
の
条
と
共
通
し
て
い
る
)｡
こ
の
ほ
か
に
'

｢

日

記

｣

に
は
天
候
の
悪
変
と
入
湯
禁
止
に
つ
い
て
の
記
事
は
枚
挙
に
達
が
な
い
ほ

ど
見
え

る
｡

郡
奉
行
に
は
'
岩
木
山

へ
参
龍
し
て
い
る
者
が
い
る
か
ど
う
か
調
査
す
る
こ
と
｡

町
奉
行

へ
は
'
歌
舞
伎
芝
居

へ
丹
後
者
が
入
-
込
ん
で
い
な
い
か
調
べ
る
こ
と
等

で
あ
る
｡
特
に
丹
後
者
が
津
軽
領
に
入
る
と
'
岩
木
山
が
怒

っ
て
天
候
を
悪
-
す
る

と

1
般
に
信
じ
ら
れ
て
い
た
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
'
天
候
の
悪
変
は
'
旗
温
泉
が
岩
木
山
麓
に
位
置
し
て
い
る
た

め
へ
森
温
泉
の
入
湯
と
深
い
関
り
-

岩
木
山
の
崇
り
-

が
あ
る
と
藩
当
局
に
考

え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
た
め
､
歴
代
藩
主
が
森
温
泉

へ
入
湯
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
'
他
の
温
泉
と
は
異
な
り
'
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
｡

か
-
て
､
森
温
泉

へ
の
入
湯
と
岩
木
山
信
仰
は
深
-
結
び
つ
い
て
い
た

と
思
う
の
で
あ
る
｡

似

お
山
参
詣
と
入
湯
の
関
係

岩
木

山
は
津
軽
領
内
す
べ
て
の
人
々
に
と

っ
て
､
古
-
か
ら
信
仰
の
対
象
で
あ

っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
｡

毎
年
八
月

1
日

(八
朔
)
に
'
村
落
ご
と
に
集
団
で
'
豊
作
祈
願
の
た
め
登
拝
行

事
が
行
わ
れ
る
｡
こ
れ
を
山
カ
ケ
ま
た
は
お
山
参
詣
と
い
い
へ
津
軽
最
大
の
祭
り
で

/I

あ

っ
た

｢
日
記
｣
に
よ
れ
ば
町
人
の
登
拝
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

右
の
祈
願
の
ほ
か
に
領
内
の
安
穏
と
領
主
の
延
命
長
寿

へ
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い

(川
)

た
の
で
あ
る
｡

登
拝
行
事
の
期
間
は
｢

日
記
｣
明
和
七
年
八
月
十
日
の
条
に
､

一
､
郡
奉
行

･
九
浦
町
奉
行
江
被
仰
付
候
趣
左
之
通
'

覚

例
年
八

月
朔
日
百
沢
寺
為
御
代
参
登
山
之
節
､
引
続
キ
在
町
之
者
参
詣
致
候
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由
'
(中
略
)
尤
例
年
登
山
之
儀
八
月
朔
日
よ
-
十
五
日
ま
で
御
定
に
候
'

以
後
之
儀
右
之
通
可
相
心
得
候
'
(下
略
)

と
あ
り
'
八
月

一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
'
-八
月
は
森
温
泉
の
入
湯
が
認
め
ら
れ
て
い
た
期
間
で

あ

っ
た
o
既
述
の

｢
日
記
｣
元
禄
九
年
八
月
五
日
の
条
に
よ
れ
ば
､
八
月

l
日
か
ら

十
五
日
ま
で
入
湯
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
､
こ
れ
は
お
山
参
詣
の
期
日
と

一
致
し
て

い
る
O
さ
ら
に
禁
止
期
間
が
二
十
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
元
禄
八
年
は
津

軽
藩
の
四
大
凶
作
の

一
つ
と
い
わ
れ
る
凶
作
に
よ
る
大
飢
鐘
の
年
で
あ

っ
た
が
'
翌

｣

年
八
月
に
な
る
と
豊
作
の
見
込
み
も
あ
る
程
度
立
ち
､
人
々
は
収
穫
ま
で
好
天
を

強
く
願

っ
て
い
た
時
で
あ

っ
た
ろ
う
｡
元
禄
八

･
九
年
頃
は
､
岩
木
山
の
崇
り
が
な

い
よ
う
に
と
'
お
山
参
詣
期
間
に
入
湯
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
O



｢
日
記
｣
享
保
七
年
八
月
で
は
'
青
木
兵
右
衛
門

(五
日
の
条
)
､
田
浦
四
郎
右

衛
門
の
奏

(七
日
の
条
)
､
野
官
次
五
右
衛
門

(九
日
の
条
)
､
橋
雲
寺

(十

山
日
の

負
)
が
､
お
山
参
詣
期
間
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
入
湯
を
認
め
ら
れ
て
い
る
｡

｢
日
記
｣
宝
暦
十
三
年
七
月
二
十
八
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

二

郡
牽

け
･
朔
ハ妃
非
行
叩
け
涙

､
封
水
;:.T
に
湯
治
之
儀
例
年
八
月
朔
日
よ
り

入
湯
仕
候
､
当
年
之
儀
者
打
続
天
気
不
宜
候
に
付
'
段
々
於
所
々
御
祈
祷
被

仰
付
候
'
然
者
今
以
御
郡
中
に
て
大
都
三
ケ
二
程
者
出
穂
花
懸
御
座
候
旨
代

官
よ
り
申
出
候
'
此
上
不
勝
之
天
気
相
に
て
万

一
急
冷
気
に
も
御
座
候
而
者

二･マ)

御
大
切
奉
存
候
､
依
之
嵩
拝
湯
段
共
湯
治
御
停
止
被
仰
付
度
奉
存
候
へ

一
㌧
岩
木
山
参
詣
の
儀
茂
八
月
朔
日
よ
り
参
詣
仕
候
へ
若
不
浄
之
者
茂
罷
越
候

而
者
急
成
風
雨
等
茂
可
仕
候
哉
'
右
参
詣
之
俵
八
月
十
日
過
ま
て
御
停
止
被

仰
付
度
裏

恥
部
根
江
連
之
,
申
立
之
適
中
付
之
,
(下
略
)
(傍
註
筆
者
)

右
に
よ
れ
ば
'
今
年
は
天
候
不
順
が
続
い
た
た
め
'
所
々
で
天
候
の
回
復
の
ご
祈

祷
が
行
わ
れ
､
よ
う
や
-
稲
の
出
穂
が
約
三
分
の
二
に
達
し
た
｡
今
後
へ
急
に
寒
-

な
れ
ば
困
る
の
で
､
入
湯
は
例
年
八
月

一
日
か
ら
許
可
さ
れ
て
い
た
が
'
今
年
は
禁

止
す
る

(
い
つ
ま
で
か
不
明
)
o
岩
木
山

へ
の
登
拝
は
八
月

t
日
か
ら
で
あ
る
が
'

不
浄
の
者
が
参
詣
し
て
天
気
が
急
変
し
て
風
雨
と
な
れ
ば
困
る
の
で
'
お
山
参
詣
は

八
月
十
日
過
ぎ
ま
で
延
期
す
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
こ
の
年
は
凶
作

(.-.I

で
あ
っ

た

o

但
し
'
｢
日
記
｣
宝
暦
十
三
年
八
月
二
日
の
条
に
は
､
｢
二

百
沢
寺
申
立
候
へ
昨

朔
日
未
明
岩
木
山
江
登
山
仕
,
御
代
参
御
祈
祷
首
尾
好
相
勤
候
旨
申
出

A

d,
川
和
毒

江

連
之
'
(傍
註
筆
者
)
｣
と
あ
る
｡
こ
れ
は
百
沢
寺
の
僧
侶
が
代
表
し
て
八
月

1
日
未

明
に
岩
木
山
に
登
り
'
好
天
を
願

っ
て
ご
祈
祷
を
し
た
の
で
あ
り
t

.I
椴
の
人
々
の

豊
作
祈
願
の
お
山
参
詣
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
｡

そ
の
後

｢
日
記
｣
安
永
八
年
八
月
六
日
の
条
に
は
'
天
候
不
順
に
つ
き
お
山
参
請

は
八
月
十
五
日
ま
で
禁
止
､
入
湯
も
当
分
の
間
禁
止
す
る
と
見
え
る
っ
同
人
月
十
九

日
の
条
で
は
'
参
詣

･
入
湯
を
許
可
し
て
は
し
い
と
い
う
雁
T,
に
対
し
､
家
老
よ
り
･し

今
し
ば
ら
-
待
て
と
い
う

｢達
｣
が
出
さ
れ
て
い
る
o
こ
の
年
は
凶
作
で
あ

っ
た
｢1

｢
日
記
｣
天
明
三
年
人
月
十
日
の
条
に
よ
れ
ば
'
天
候
が
悪
-
お
山
参
詣
は
八
月

十
五
日
ま
で
禁
止
さ
れ
た
が

(入
湯
に
つ
い
て
の
記
事
な
し
)
､
依
然
と
し
て
天
候

が
悪
-
入
湯
は
八
月
中
禁
止
と
っ
た
｡
こ
の
年
は
藩
の
四
大
凶
作
中
の
最
大
凶
作
で
'

そ
れ
は
岩
木
山
の
崇
り
に
よ
る
も
の
と
恐
れ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
｡

さ
ら
に

｢
日
記
｣

寛
政
七
年
八
月
十
四
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

(上
略

)

覚

岩
木
嵩
湯
治
之
儀
差
留
置
候
得
共
､
此
節
よ
-
湯
治
勝
手
次
第
被
仰
付
候
､

此
旨
当
番
通
用
可
被
申
触
候
'
以
上
､

八
月

御
日
付
中

右
に
よ
れ
ば
､
こ
れ
ま
で
八
月
の
入
湯
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
､
此
節

(お
山
参

(E
)

詣
も
終

っ
た
頃
)
よ
り
入
湯
が
許
可
に
な

っ
た

(こ
の
年
は
凶
作

で
は
あ

っ
た
が
)
｡

右
述
の
こ
と
か
ら
､
元
禄
九
年
八
月
以
後
は
'
お
山
参
詣
が
行
わ
れ
た
八
月

一
日

～
十
五
日
で
も
天
候
が
良
け
れ
ば
原
則
と
し
て
入
湯
が
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
忠

わ
れ
る
｡
し
か
し
'
悪
化
す
れ
ば
お
山
参
詣
期
間
中
又
は
八
月
中
禁
止
と
な
り
､
入

湯
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
る
｡
数
少
な
い
例
を
あ
げ
た
に
す
ぎ
な
い
が
へ
こ
の
ほ
か

｢
日
記
｣
に
は
右
と
同
様
の
こ
と
が
多
数
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

37



但
し
､
以
上
の
こ
と
は
寛
政
期
ま
で
の

｢
日
記
｣
に
記
事
が
見
え
る
の
で
こ
の
よ

う
に
言
え
る
の
だ
が
'
そ
の
後
の

｢
日
記
｣
に
は
関
連
記
事
が
記
載
さ
れ
な
-
な
り

明
確
に
し
得
な
い
｡
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
､
寛
政
期
以
後
に
於
い
て
も
毎
午

の
気
象
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
差
が
な
-
'
豊
凶
の
繰
-
返
し
で
あ

っ
た
の
だ
か
ら
､
幕

末
ま
で
の
入
湯
に
つ
い
て
は
､
こ
れ
ま
で
と
ほ
ぼ
同
様
だ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

天
候
不
順
に
よ
る
岩
木
山
の
崇
-
､
所
謂
岩
木
山
信
仰
と
の
関
係
で
次
の
こ
と
を

取
り
上
げ
て
み
た
い
｡

｢
日
記
｣
安
永
三
年
六
月
十
八
日
の
条
に
左
の
よ
う
に
見
え
る
｡

二

頃
日
岩
木
山
江
致
登
山
雪
取
致
売
買
候
者
有
之
､
右
二
付
天
気
不
勝
之
旨

相
聞
得
候
間
､
右
雪
取
候
者

二
不
限
､
其
外
共
濃
二
登
山
不
致
せ
候
様
被
仰

付
候
間
､
此
旨
百
沢
寺
江
可
申
通
旨
寺
社
奉
行
江
中
道
之
､

雪
取
之
儀
､
六
月
朔
日
者
古
来
よ
-
相
克
候
事
故
御
構
無
之
候
､
然
処
頃

日
濃
二
雪
持
歩
行
町
々
触
売
多
有
之
二
付
､
右
之
通
被
仰
付
之
'

右
に
よ
れ
ば
､
岩
木
山
中
か
ら
六
月

一
目
に
雪
を
取
り
出
す
こ
と
は
､
古
-
か
ら

認
め
ら
れ
て
い
た
が
'
近
頃
は
み
だ
り
に
雪
を
町
々
へ
持
ち
歩
い
て
触
売
り
す
る
者

が
あ
る
｡

最
近
は
天
候
が
不
順
で
あ
り
､
雪
取
-
や
岩
木
山
登
山
を
し
な
い
よ
う
に

せ
よ
t
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡

具
体
的
に
雪
は
何
に
使
用
さ
れ
た
の
か
明
ら
か
で
は

な
い
が
'
暑
い
季
節
に
病
気
に
よ
る
熟
を
下
げ
る
等
冷
た
さ
を
求
め
て
の
こ
と
と
忠

わ
れ
る
｡

さ
ら
に

｢
日
記
｣
文
政
六
年
三
月
十
四
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
｡

即
ち
､

(LIFT.I

(哉二

二

項
日

季

候
不
順
二
有
之
､
岩
木
山
江
猟
師
忍
入
熊
狩
取
候
戦

う

又
者
不
浄

之
者
入
込
候
儀
も
有
之
間
敷
哉
奏
議
致
候
様
､
此
旨
百
沢
寺
江
可
被
申
通
旨

寺
社
役
江
中
道
之
､
(傍
註
筆
者
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
､
最
近
の
天
候
不
順
の
原
因
は
､
猟
師
が
熊
狩
り
の
た
め
岩
木
山

中

へ
入

っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
か
'
又
は
不
浄
の
者
が
山
中

へ
入
-
込
ん
で
い
る

た
め
か
､
寺
社
奉
行
を
通
し
て
百
沢
寺
が
調
査
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
｡
岩
木

山
が
聖
地
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
L"

X
X

X
X

北
東
北
地
方
の
諸
藩
の
中
で
は
､
盛
岡
藩
に
こ
れ
に
似
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
｡
即
ち
'

カ
-～.ノQ

寛
政
九
年
に
盛
岡
城
下
の
人
々
が
'
岩
鷺
山

(岩
手
山
の
別
称
)
の
外
輪
山
､
湯
ノ

又
と
い
う
出
湯
の
場
所
を
開
発
し
て
'
湯
小
屋
を
建
設
し
て
入
浴
さ
せ
る
こ
と
や
､

明
答
や
硫
黄
を
製
造
す
る
こ
と
､
厨
川
通
鵜
飼
村
か
ら
新
道
を
通
じ
て
､
馬
や
駕
寵

の
通
路
と
も
し
た
い
の
で
草
分
け
証
文
を
発
行
し
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を
出
し
た
｡

こ
れ
に
対
し
て
雫
石
通
の
全
村
が
反
対
請
願
を
し
て
い
る
｡
そ
れ
は
'
精
霊
の
神
域

で
あ
る
山
地
を
汚
さ
れ
る
と
暴
風
雨
が
吹
き
荒
れ
､
全
村
が
迷
惑
を
被
る
と
い
う
哩

卜

由
か
ら
で
あ

っ
た
｡

あ
,f
は
り

ま
た
湯
ノ
又
は
岩
手
山
の
南
西
に
あ
る
綱

張

温
泉
の
こ
と
で
あ
る
が
､
｢雫
石
過

細
見
路
方
記
｣

(岩
手
県
立
図
書
館
蔵
)
に

｢湯
の
又
と
云
温
泉
あ
り
｡

一
名
網
張

の
湯
と
云
'
往
古

ハ
狩
人
山
立
の
入
浴
す
る
所
こ
し
て
'
魔
を
障
る
為
に
網
を
張
て

入
浴
せ
し
由
､
依
而
あ
ミ
は
り
の
湯
と
云
､
(中
略
)
然
二
入
浴
あ
れ
ハ
雨
降
寒
気
お

(16
)

こ
-
て
五
穀
こ
き
わ
る
故
､
此
比
入
湯
禁
断
-
な
る
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡

右
述
の
こ
と
か
ら
'
網
張
温
泉
に
湯
小
屋
を
建
て
る
等
す
る
と
､
霊
山
の
岩
手
山

が
汚
さ
れ
て
暴
風
雨
と
な
る
｡

入
湯
す
る
と
天
気
が
悪
化
し
て
五
穀
の
成
長
に
影
響

を
与
え
る
の
で
､
利
用
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

山獄
温
泉

へ
の
入
湯
が
岩
木
山
に
対
す
る
の
と
､
網
張
温
泉

へ
の
入
湯
が
岩
手
山
に

対
す
る
の
と
は
'
全
-
同

一
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
､
そ
こ
に
生
活
す
る
人
々
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と
霊
山
と
の
関
り
に
は
共
通
す
る
面
が
あ
ろ
う
()

む
す
ぴ

以
上
'
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
結
び
と
し
た
い
っ

第

一
に
藩
士
僧
侶
等
が
藩
領
内
の
温
泉
で
揚
治
し
た
い
時
は
'
藩

へ
願

い
出
て
許

可
を
得
る
手
続
き
が
必
要
で
あ
り
'
そ
の
際
二
廻
-

十
六
日
間
-
-

が
原
則
で

あ

っ
た
と
思
わ
れ
る

第
二
は
山獄
温
泉

へ
の
入
湯
期
間
と
禁
止
期
間
に
つ
い
て
で
あ
る
｡
特
別
な
事
情
が

あ
る
時
を
除
き
四

･
五
月
は
入
湯
期
間
'
六

･
七
月
は
禁
止
期
間
'
八

･
九
月
､
そ

の
ほ
か
に
十
月
は
中
旬
ま
で
入
湯
期
間
で
あ

っ
た
｡
そ
れ
以
降
翌
年
三
月
ま
で
の
約

半
年
間
は
'
積
雪
に
よ
る
交
通
困
難
に
よ
り
､
温
泉
は
閉
鎖
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

第
三
は
山獄
温
泉
の
入
湯
人
数
と
湯
小
屋
数
で
あ
る
｡

入
湯
禁
止
期
間
の
安
永
四
年
六
月
の
記
録
に
よ
れ
ば
'
隠
れ
て
湯
治
し
て
い
た
者

は

一
日
で
五
五
人
ほ
ど
あ
-
'
湯
小
屋
は

1
四
軒
確
認
さ
れ
て
い
る
｡
安
永
九
年
八

月
の
火
災
で
は
'
湯
小
屋
が

一
七
軒
焼
失
し
た
の
で
､
少
く
と
も

一
七
軒
は
存
在
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
｡
寛
政
八
年
に
は
数
十
軒
ほ
ど
あ

っ
た
と

い
う
｡

詳
細
な
記
録

が
な
い
の
で
明
確
に
で
き
な
い
が
､
利
用
者
数
と
施
設
に
つ
い
て

一
つ
の
目
安
に
は

な
ろ
う
｡

最
後
に
山獄
温
泉

へ
の
入
湯
と
岩
木
山
信
仰
-
-
岩
木
山
の
崇
-
-

の
関
係
に
つ

い
て
述
べ
る
｡

仰

天
候
と
入
湯
の
関
係
-

入
湯
期
間
で
あ

っ
て
も
'
天
候
不
順
が
続
-
と
岩

木
山
の
崇
り
と
考
え
ら
れ
'
入
湯
禁
止
と
な
-
'
入
湯
中
の
者
は
帰
宅
を
命
じ

ら
れ
て
い
る
｡

丹
後
者
が
津
軽
藩
領
内
に
入
り
込
む
と
'
岩
木
山
が
怒

っ
て
天

気
が
悪
-
な
る
と

1
股
に
信
じ
ら
れ
て
い
た
｡

こ
の
よ
う
に
'
天
候
不
順
は
岩
木
山
の
崇
り
に
よ

っ
て
お
こ
り
'
や
が
て
凶

作
と
な

っ
て
､
人
々
の
生
活
を
不
安
に
陥
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
｡

そ
の
た

め
､
崇
-
が
大
き
-
な
-
'
こ
れ
以
上
天
候
が
悪
化
し
な

い
よ
う
に
と
願

っ
て
'

入
湯
禁
止
の
処
置
が
と

ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
他
の
温
泉
と
異
な
-
､
歴
代

藩
主
が
山獄
温
泉
の
入
湯
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
は
､
右
の
よ
う

な
特
殊
事
情
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
い
｡

㈲

お
山
参
詣
と
入
湯
の
関
係
-
-
･･･
例
年
八
月

l
日
か
ら
十
五
日
ま
で
は
お
山
参

詣
の
期
間
で
あ

っ
た
が
､
揺
温
泉

へ
の
入
湯
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
｡

天
候
不
順
が
続
-
と
'
藩
で
は
お
山
参
詣
も
入
湯
も
禁
止
し
た
の
で
あ

っ
た
｡

さ
ら
に
天
候
不
順
対
策
と
し
て
'
岩
木
山
中
か
ら
む
や
み
に
雪
を
取
り
出
し

て
弘
前
城
下

へ
触
売
り
す
る
こ
と
は
禁
止
'
み
だ
-
に
登
山
す
る
こ
と
も
禁
止

さ
れ
た
｡
ま
た
天
候
悪
変
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
山
中
で
の
熊
狩
り
や
'
山
中

へ
不
浄
の
者
が
入
-
込
ん
で
い
な
い
か
ど
う
か
の
調
査
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
に
お
山
参
詣
と
入
湯
は
天
候
不
順
の
時
は
禁
止
さ
れ
､
岩
木
山
中
で
の

諸

行

動

は

､

天
候
不
順
を
招

い
て
凶
作
と
な
-
'
人
々
の
生
活
不
安
が
増
大
す
る
｡

そ
れ
は
取
-
も
直
さ
ず
岩
木
山
の
崇
-
で
あ
る
と
意
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
｡

こ
の
事
は
盛
岡
藩
の
網
張
温
泉
と
岩
手
山
の
関
係
と
共
通
す
る
面
が
あ
ろ
う
｡

右
述
の
佃
と
脚
か
ら
'
山獄
温
泉

へ
の
入
湯
は
'
岩
木
山
信
仰
と
探
-
結
び

つ
い
て

い
た
の
で
あ
り
'
ま
た
同
温
泉
は
'
領
内
の
他
の
温
泉
と
は
異
な
る
特
殊
な
位
置
を

占
め
て
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
｡

39



言主
仙

『青
森
県
の
地
名
Lコ
(平
凡
社

日
本
歴
史
地
名
大
系

l
九
八
二
年
)

四
五
〇
頁
に
よ
れ
ば
､
享
保
九
年
の
発
見
と
い
う
｡

㈲

弘
前
市
立
図
書
館
蔵
｡

寛
文
元
年
か
ら
記
録
さ
れ
た
も
の
で
'
｢江
戸
日

記
｣
と

｢御
国
日
記
｣
の
二
種
類
あ
る
が
､
本
稿
で
は
後
者
を
指
す
も
の
と

し
､
引
用
す
る
場
合
は

｢
日
記
｣
と
表
現
す
る
｡

㈲

弘
前
市
立
図
書
館
蔵

㈱

み
ち
の
-
双
書

第
七

･
八
集

(青
森
県
文
化
財
保
護
協
会

一
九
五
九

年
)

㈲

み
ち
の
-
双
書

第

一
集

(青
森
県
文
化
財
保
護
協
会

一
九
五
六
年
)

胤

註
㈱
第
七
集

l
三
五
頁
｡

註
㈲
五
三
頁
｡

『平
山
日
記
』
(み
ち
の
-
双
書

第
二
十
二
集

青
森
県
文
化
財
保
護
協
会

一
九
六
七
年
)
五
五
頁
｡

弘
前

市
立
図
書
館
蔵

｢封
内
事
実
秘
苑
｣

爪

秋
田
幸
宏
氏
蔵

㈲

み
ち
の
-
双
書

第
八
集

一
五
頁

㈲

『青
森
県
百
科
事
典
』

(東
奥
日
報
社

1
九
八

1
年
)

1
七
二
頁
｡

お

山
参
詣
の
項
｡

胴

小
舘
衷
三

『
岩
木
山
信
仰
史
』
(北
方
新
社

一
九
七
五
年
)

l
六
〇
頁

仙

弘
前
大
学
国
史
研
究
会
編

『津
軽
史
事
典
』
(名
著
出
版

一
九
八
二
年
)

一
五
〇
頁
に
よ
れ
ば
､
元
禄
九
年
は

｢平
年
作
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡

肥

『弘
前
市
史
』
藩
政
編

(弘
前
市

一
九
六
三
年
)
七
六
六
頁
o
但
し
註

肌
一
五
四
頁
で
は
'
｢半
作
｣
｢平
均
六
分
作
｣
と
見
え
る
｡

個

同
右

『弘
前
市
史
』
七
六
六
頁

咽

註
皿

l
五
五
頁

個

田
中
喜
多
美

｢岩
手
山
信
仰
と
修
験
｣
(月
光
善
弘
編

『東
北
霊
山
と
修

験
道
』
へ名
著
出
版

1
九
七
七
年
)
所
収
)

個

『岩
手
県
の
地
名
』
(平
凡
社

日
本
歴
史
地
名
大
系

一
九
九
〇
年
)

四
五
八
頁

(-
ろ
た
き

･
じ
ゆ
う
じ
ろ
う

弘
前
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
)
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